
平
成
十
九
年
二
月
八
日
提
出

質

問

第

五

〇

号

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
「
デ
ー
タ
マ
ッ
チ
ン
グ
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

河

村

た

か

し

50



住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
「
デ
ー
タ
マ
ッ
チ
ン
グ
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
一
八
年
一
一
月
三
〇
日
に
、
大
阪
高
等
裁
判
所
は
、
大
阪
府
下
の
住
民
四
名
が
「
自
己
の
住
民
票
コ
ー
ド
を
抹
消
せ

よ
」
な
ど
と
求
め
た
訴
訟
に
お
い
て
、
箕
面
市
、
吹
田
市
、
守
口
市
の
三
市
に
対
し
て
、
「
住
民
基
本
台
帳
か
ら
住
民
票
コ
ー

ド
を
抹
消
せ
よ
」
と
命
じ
る
判
決
を
下
し
た
。

同
判
決
は
、
「
住
基
ネ
ッ
ト
の
運
用
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
マ
ッ
チ
ン
グ
や
名
寄
せ
を
含
む
目
的
外
利
用
を
中
立
的
立
場
か
ら

監
視
す
る
第
三
者
機
関
は
置
か
れ
て
い
な
い
」
な
ど
、
「
住
基
ネ
ッ
ト
制
度
に
は
個
人
情
報
保
護
対
策
の
点
で
無
視
で
き
な
い

欠
陥
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
ず
、
行
政
機
関
に
お
い
て
、
住
民
個
々
人
の
個
人
情
報
が
住
民
票
コ
ー
ド
を
付
さ
れ
て
集
積
さ

れ
、
そ
れ
が
デ
ー
タ
マ
ッ
チ
ン
グ
や
名
寄
せ
さ
れ
、
住
民
個
々
人
の
多
く
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
が
、
本
人
の
予
期
し
な
い
時

に
予
期
し
な
い
範
囲
で
行
政
機
関
に
保
有
さ
れ
、
利
用
さ
れ
る
危
険
が
相
当
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
危
険

を
生
じ
さ
せ
て
い
る
原
因
は
、
主
と
し
て
住
基
ネ
ッ
ト
制
度
自
体
の
欠
陥
に
あ
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
そ
う
で
あ
る
以

上
、
上
記
の
危
険
は
、
抽
象
的
な
域
を
超
え
て
具
体
的
な
域
に
達
し
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
、
住
民
が
そ
の
よ

う
な
事
態
が
生
ず
る
具
体
的
な
危
険
が
あ
る
と
の
懸
念
を
抱
く
こ
と
も
無
理
も
な
い
状
況
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ

る
」
と
、
厳
し
く
住
基
ネ
ッ
ト
制
度
を
批
判
し
て
い
る
。

一



平
成
一
七
年
五
月
三
〇
日
の
金
沢
地
方
裁
判
所
の
判
決
に
続
い
て
、
今
回
、
大
阪
高
等
裁
判
所
に
お
い
て
も
、
住
基
ネ
ッ
ト

に
お
け
る
「
デ
ー
タ
マ
ッ
チ
ン
グ
の
危
険
性
」
が
指
摘
さ
れ
、
「
明
示
的
に
住
基
ネ
ッ
ト
の
運
用
を
拒
否
し
て
い
る
控
訴
人
ら

に
つ
い
て
住
基
ネ
ッ
ト
を
運
用
す
る
こ
と
…
は
、
控
訴
人
ら
に
保
障
さ
れ
て
い
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
（
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
権
）
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
憲
法
一
三
条
に
違
反
す
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
判
断
さ
れ
て
い
る
事
実
は
重

大
で
あ
る
と
考
え
る
。

よ
っ
て
、
以
下
の
点
に
つ
き
質
問
す
る
。

�

（
政
府
行
政
機
関
が
保
有
す
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
数
に
つ
い
て
）

（
�
）

平
成
一
八
年
一
〇
月
二
五
日
開
催
の
「
第
二
〇
次
国
民
生
活
審
議
会
個
人
情
報
保
護
部
会
」
で
配
布
さ
れ
た
「
総

務
省
資
料
（
平
成
一
七
年
度
行
政
機
関
個
人
情
報
保
護
法
等
の
施
行
状
況
（
概
要
）
）
」
に
よ
れ
ば
、
平
成
一
八
年

三
月
三
一
日
現
在
、
行
政
機
関
個
人
情
報
保
護
法
の
対
象
で
あ
る
国
の
全
て
の
行
政
機
関
が
保
有
す
る
個
人
情
報

フ
ァ
イ
ル
（
特
定
の
保
有
個
人
情
報
を
検
索
で
き
る
よ
う
に
体
系
的
に
構
成
し
た
も
の
）
の
数
は
、
八
〇
六
二
四
と

さ
れ
て
い
る
が
、
間
違
い
な
い
か
。

間
違
っ
て
い
る
場
合
は
、
訂
正
さ
れ
た
い
。

二



（
�
）
�

右
（
�
）
の
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
に
は
、
行
政
機
関
個
人
情
報
保
護
法
一
〇
条
二
項
、
同
法
一
一
条
二
項
の

フ
ァ
イ
ル
は
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

�

含
ま
れ
て
い
る
場
合
は
、
�
の
フ
ァ
イ
ル
を
除
い
た
数
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

含
ま
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
�
の
フ
ァ
イ
ル
数
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）
�

右
（
�
）
の
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
内
、
「
住
民
票
コ
ー
ド
」
が
記
録
さ
れ
て
い
る
フ
ァ
イ
ル
の
数
お
よ
び
名

称
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

右
行
政
機
関
個
人
情
報
保
護
法
一
〇
条
二
項
、
同
法
一
一
条
二
項
の
フ
ァ
イ
ル
の
内
、
「
住
民
票
コ
ー
ド
」
が

記
録
さ
れ
て
い
る
フ
ァ
イ
ル
が
存
す
る
か
否
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

（
行
政
機
関
個
人
情
報
保
護
法
三
条
、
八
条
の
監
視
機
関
に
つ
い
て
）

（
�
）

行
政
機
関
個
人
情
報
保
護
法
は
、
「
相
当
の
関
連
性
」
が
あ
れ
ば
、
個
人
情
報
の
利
用
目
的
の
変
更
が
認
め
ら
れ

（
第
三
条
三
項
）
、
「
相
当
の
理
由
」
が
あ
れ
ば
目
的
外
の
利
用
と
提
供
も
認
め
ら
れ
て
い
る
（
第
八
条
二
項
）
と

こ
ろ
、
本
人
確
認
情
報
の
提
供
を
受
け
る
国
の
機
関
等
に
お
い
て
、
提
供
の
「
目
的
」
の
変
更
や
目
的
外
利
用
す
る

こ
と
を
監
視
す
る
機
関
は
設
置
さ
れ
て
い
る
か
。

三



（
�
）

設
置
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
の
名
称
、
構
成
、
所
属
、
権
限
等
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
同
機
関
の

権
限
等
に
つ
い
て
定
め
た
規
定
の
名
称
、
制
定
年
月
日
等
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
（
少
な
く
と
も
、
法
務

省
、
厚
生
労
働
省
（
社
会
保
険
庁
を
含
む
）
、
財
務
省
、
金
融
庁
、
総
務
省
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
）

�

（
地
方
公
務
員
共
済
組
合
等
に
お
け
る
監
視
機
関
に
つ
い
て
）

同
じ
く
、
本
人
確
認
情
報
の
提
供
を
受
け
る
、
地
方
公
務
員
共
済
組
合
、
地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
、
国
家
公
務
員

共
済
組
合
連
合
会
、
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
に
つ
い
て
、
提
供
の
「
目
的
」
の
変
更
や
目
的
外
利
用
す
る
こ
と

を
監
視
す
る
機
関
は
設
置
さ
れ
て
い
る
の
か
否
か
、
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
名
称
、
構
成
、
所
属
、
権
限
等
に
つ

い
て
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
同
機
関
の
権
限
等
に
つ
い
て
定
め
た
規
定
の
名
称
、
制
定
年
月
日
等
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。

�

（
本
人
確
認
情
報
の
保
護
に
関
す
る
審
議
会
の
開
催
状
況
に
つ
い
て
）

北
海
道
、
福
島
県
、
栃
木
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
静
岡
県
、
愛
知
県
、
長
野
県
、
石
川
県
、
京

都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
和
歌
山
県
、
福
岡
県
、
熊
本
県
に
お
け
る
本
人
確
認
情
報
の
保
護
に
関
す
る
審
議
会
の
開
催
状

況
（
平
成
一
四
年
度
か
ら
現
在
ま
で
）
に
つ
い
て
、
把
握
し
て
い
る
か
。

四



し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
開
催
回
数
、
日
時
、
議
題
の
概
要
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

（
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
勧
告
に
つ
い
て
）

（
�
）

住
基
法
上
、
民
間
に
お
い
て
住
民
票
コ
ー
ド
の
告
知
を
求
め
る
こ
と
や
、
「
業
と
し
て
、
住
民
票
コ
ー
ド
の
記
録

さ
れ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
つ
て
、
当
該
住
民
票
コ
ー
ド
の
記
録
さ
れ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
記
録
さ
れ
た
情
報
が
他

に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
を
構
成
し
て
は
な
ら
な
い
」
な
ど
と
さ
れ
、
都
道
府
県
知
事
は
、
こ

れ
ら
の
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
「
当
該
行
為
を
し
た
者
が
更
に
反
復
し
て
こ
れ
ら
の
規
定
に
違
反
す
る

行
為
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
行
為
を
し
た
者
に
対
し
、
当
該
行
為
を
中
止
す
る
こ
と
を
勧

告
し
、
又
は
当
該
行
為
が
中
止
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
」

や
、
「
勧
告
を
受
け
た
者
が
そ
の
勧
告
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
都
道
府
県
の
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
そ
の
者
に

対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
当
該
勧
告
に
従
う
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
三
〇
条
の
四
三
）
と
さ
れ
て

い
る
が
、
現
在
に
至
る
ま
で
に
、
こ
の
よ
う
な
都
道
府
県
知
事
の
「
勧
告
」
等
が
行
わ
れ
た
と
い
う
報
告
例
が
存
す

る
か
。

（
�
）

存
す
る
場
合
は
、
そ
の
概
要
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五



�

（
Ｅ
Ｕ
指
令
の
要
件
に
つ
い
て
）

（
�
）

一
九
九
五
年
の
「
Ｅ
Ｕ
指
令
（
個
人
デ
ー
タ
処
理
に
係
る
個
人
の
保
護
及
び
当
該
デ
ー
タ
の
自
由
な
移
動
に
関
す

る
欧
州
議
会
及
び
理
事
会
の
指
令
）
」
（
�
�
／
�
�
／
Ｅ
Ｃ
）
二
五
条
一
項
は
、
個
人
デ
ー
タ
の
第
三
国
へ
の
移

動
は
、
当
該
第
三
国
が
適
切
な
レ
ベ
ル
の
保
護
を
提
供
し
て
い
る
場
合
に
限
ら
れ
る
と
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
、

「
独
立
の
監
視
機
関
」
の
設
置
を
義
務
づ
け
て
い
る
が
、
日
本
の
「
個
人
情
報
保
護
法
」
は
、
こ
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
と
認
定
さ
れ
て
い
る
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

こ
の
点
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
と
の
交
渉
や
審
査
等
の
経
過
お
よ
び
結
果
の
概
要
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

（
住
民
の
開
示
請
求
権
に
つ
い
て
）

（
�
）

住
民
は
、
各
自
治
体
の
情
報
公
開
条
例
に
基
づ
き
、
自
己
に
係
る
本
人
確
認
情
報
の
提
供
状
況
に
関
す
る
開
示
を

受
け
う
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
制
度
は
全
都
道
府
県
で
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。

（
�
）

前
項
の
開
示
請
求
の
対
象
に
は
、
行
政
機
関
個
人
情
報
保
護
法
八
条
一
項
の
「
法
令
に
基
づ
く
」
提
供
の
場
合

（
た
と
え
ば
、
警
察
か
ら
の
捜
査
照
会
に
対
す
る
回
答
な
ど
）
も
含
ま
れ
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

前
二
項
の
開
示
状
況
の
実
績
に
つ
い
て
、
情
報
を
保
有
し
て
い
る
な
ら
、
そ
の
概
要
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六



�

（
自
治
体
か
ら
の
調
査
要
求
等
に
つ
い
て
）

（
�
）

「
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
た
送
信
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
の
送
付
の
方
法
並
び
に
磁
気
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
及
び
そ

の
保
存
の
方
法
に
関
す
る
技
術
的
基
準
（
平
成
一
五
年
九
月
二
九
日
総
務
省
告
示
第
六
〇
一
号
）
」
に
よ
り
、
平
成

一
五
年
一
〇
月
一
日
か
ら
、
提
供
を
行
っ
た
市
民
の
本
人
確
認
情
報
の
管
理
状
況
等
に
つ
い
て
、
報
告
を
求
め
る
こ

と
、
ま
た
、
要
請
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
が
、
第
�
、
�
、
（
�
）
、
エ
で
は
、
「
市
町

村
長
は
、
必
要
に
応
じ
、
…
報
告
を
求
め
、
…
要
請
を
行
う
こ
と
」
と
規
定
さ
れ
、
市
町
村
長
の
義
務
の
よ
う
に
規

定
さ
れ
て
い
る
が
、
同
規
定
は
市
町
村
長
の
権
利
で
あ
り
、
報
告
を
求
め
ら
れ
た
側
は
報
告
「
義
務
」
が
存
す
る
と

理
解
し
て
よ
い
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

現
在
ま
で
に
、
前
項
の
報
告
要
求
や
要
請
が
存
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

存
す
る
場
合
は
、
�
そ
の
件
数
、
�
そ
の
時
期
、
�
内
容
の
概
要
、
�
当
該
要
求
、
要
請
に
対
す
る
対
応
の
概
要

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

七


